
暮
地
自
治
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守
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て
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の
愛
護
活
動
」
受
賞
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み
ん
な
で
守
り
育
て
る
し
ま
ね

   

の
道
と
川
の
愛
護
活
動
」
受
賞

暮
地
自
治
会
（
三
成
地
区
）

「
み
ん
な
で
守
り
育
て
る
し
ま
ね

   

の
道
と
川
の
愛
護
活
動
」
受
賞

地
域
の
道
路
、
河
川
な
ど
に
お
け

る
愛
護
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
個

人
・
団
体
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
「
み

ん
な
で
守
り
育
て
る
し
ま
ね
の
道
と

川
の
愛
護
活
動
」
島
根
県
知
事
表
彰

を
三
成
地
区
暮
地
自
治
会
が
受
賞
さ

れ
、
８
月
23
日
に
島
根
県
庁
で
表
彰

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

暮
地
自
治
会
で
は
一
般
国
道
３
１

４
号
線
沿
い
の
花
壇
の
植
栽
作
業
や

除
草
作
業
な
ど
の
美
化
活
動
に
自
治

会
を
あ
げ
て
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
、
長
期
に
わ
た
り
道
路
美
化
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
、
丸
山
知
事
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基
ほ
か
寄
贈

９
月
24
日
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
島
根
、
一
般
財
団
法
人
島
根
県
農
協
共

済
福
祉
事
業
団
か
ら
町
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基
ほ
か
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
糸
原
町
長
は「
行
政
だ
け
で
な
く
、関
係

機
関
や
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
交
通
事
故
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
と
思
う
。安
全
・
安
心
の
町
づ
く
り
の
た
め

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。」と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、
各
地
区
の
要
望
な
ど
を
考
慮
し
て
設
置
し
、
交
通
事

故
の
防
止
に
役
立
て
ま
す
。

９
月
27
日
、ホ
シ
ザ
キ
株
式
会
社
か
ら
１
千

万
円
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
ご
寄

附
を
頂
き
ま
し
た
。

同
社
か
ら
の
ご
寄
附
は
、平
成
29
年
か
ら
今

年
で
８
年
目
と
な
り
、総
額
８
千
万
円
を
ご
寄

附
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
、島
根
工
場
の
落
合
工
場
長
と
木
村

副
工
場
長
、島
根
総
務
課
の
大
阪
総
務
課
長
が

仁
多
庁
舎
を
訪
れ
、糸
原
町
長
へ
目
録
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金
は
、郷
土
教
育
の

推
進
や
教
育
環
境
の
整
備
を
は
じ
め
、各
学
校

の
図
書
館
司
書
の
配
置
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

ま
た
、横
田
高
校
の
魅
力
化
事
業
や
奥
出
雲
学

な
ど
、本
町
の
教
育
振
興
、地
域
の
未
来
を
担

う
人
材
育
成
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

落
合
工
場
長
か
ら
は
、「
町
内
の
小
学
校
、中

学
校
、高
等
学
校
教
育
の
推
進
に
活
用
い
た
だ

き
た
い
」と
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、町
外
の
企
業
が

寄
附
を
通
じ
て
町
が
行
う
地
方
創
生
の
取
り

組
み
を
応
援
い
た
だ
い
た
場
合
に
、税
制
上
の

優
遇
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

町
は
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
企
業
か
ら
の

寄
附
を
募
り
、

「
奥
出
雲
町
ま

ち・ひ
と・し
ご

と
創
生
推
進
計

画
」に
掲
げ
る

取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま

す
。

▲糸原町長と落合工場長（右）

 ホシザキ株式会社から企業版ふるさと納税によるご寄附町の教育支援として
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◎身体的虐待
・殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどさせる、溺れさせる、首
を絞める、縄（ロープ）などにより一室に拘束する、戸外に閉め出す　など

◎性的虐待
・子どもへの性的行為・性的ないたずらをする、性的行為を見せる、性器を触
る又は触らせる、ポルノグラフィの被写体にする　など

◎ネグレクト（養育保護義務の拒否・怠慢）
・適切な衣食住の世話をしない、乳幼児を家に残して外出する、家に閉じ込め
る、重い病気になっても病院に連れて行かない、子どもの意思に反して学校な
どに登校させない　など

◎心理的虐待
・言葉でおどす、子どもの心を傷つけることを言う、無視した
り拒否的な態度をとる、きょうだい間での差別的な扱いを
する、子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（ＤＶ） 
など

･･･････････････････児童虐待とは？････････････････････

地元奥出雲町で働けることを嬉しく
思います。町民の皆様に貢献できる
よう精一杯頑張ります。

末森　万莉子
（教育魅力課）

奥出雲町の皆様に貢献できるよう精
一杯頑張ります。

地元で働けることに感謝して、奥出
雲町の皆様のために貢献できるよう
精一杯頑張ります。

奥出雲町の皆様のお役に立てるよう頑
張ります。

藤原　夏実
（奥出雲病院　看護師）

大塚　瑞貴
（奥出雲病院　看護師）

杠　美優
（奥出雲病院　看護師）

秋山　玖美
（奥出雲病院　看護師）

地元で働けること、大変嬉しく思います。
地域の皆様に寄り添い、心温まる看護が
提供できるよう精進してまいります。

何事にも前向きな気持ちで取り組み、
自分の視野を広げていきたいです。

永島　奈緒
（奥出雲病院　管理栄養士）

新規採用職員の紹介

　松江地方法務局と島根県人権擁護委員連合会では、女性
をめぐる様々な人権問題の解決を図るため、下記のとおり
いつもより相談時間を延長して電話相談に応じます。
　夫やパートナーからの暴力、職場でのいじめやセクシュ
アル・ハラスメント、ストーカーなどどんなことでも相談
してください。相談は無料で秘密は守られます。

相談ダイヤル　０５７０-０７０-８１０

　松江地方法務局と島根県人権擁護委員連合会では、女性
をめぐる様々な人権問題の解決を図るため、下記のとおり
いつもより相談時間を延長して電話相談に応じます。

全国一斉　　　　　　　
「女性の人権ホットライン」

強化週間
「女性の人権ホットライン」

▲糸原町長と雲南地区本部　源之美本部長（右）
みなもとゆきよし

人権イメージキャラクター
人KENまもる君＆
人KENあゆみちゃん

【期　間】11月13日（水）～ 19日（火）
【時　間】月～金曜日 8：30～ 19：00
　　　　 土・日曜日　10：00～ 17：00
【相談員】法務局職員又は人権擁護委員
【お問い合わせ】
　松江地方法務局　人権擁護課
     　電話：0852－32－4260
     　町民課　戸籍係　電話：54－2510

11月は「子ども虐待防止オレンジリボン運動」
児童虐待防止推進月間です

189（いちはやく） 気づいてあげて そのサイン

ひとりで悩まず、
市町村の窓口や児童相談所などに
相談してください。

子ども虐待かも　と思ったら…

令和6年度「児童虐待防止推進月間」標語

【町の窓口】こども家庭センター
(こども家庭支援課内)

電話：54-2504  有線：31‐5000
　　　　　　　　(内線5165・5166)
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